
請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上)

１ 署 等 名 木曽森林管理署

２ 事 業 の 種 類 請負事業（製品生産（素材生産木曽１１ 瀬戸川高樽ヘリ））

３ 災 害 発 生 日 時 等 平成２９年６月２０日（火） １０時００分頃発生

怪我の程度：顔面多発骨折 休業見込み：全治数ヶ月

４ 災 害 発 生 場 所 長野県木曽郡王滝村 王滝国有林２０８０ろ林小班

５ 契 約 相 手 方 王滝林業有限会社 取締役社長 西路明

６ 事 業 実 行 事 業 体 同上

７ 被 災 者 年 齢 等 年齢：３０歳 性別：男 ２の事業の経験年月日：１０年

雇用区分：常用 社会保険等加入状況：労災、雇用、健康、厚生、林退

８ 従 事 作 業 伐倒作業

９ 災 害 概 況 当日、被災者は同僚５名と人工林ヒノキ間伐木の伐倒作業に従事していた。（被災者と同僚Ａの２名、

同僚Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅの４名で２箇所に分かれて作業していた。）

当該箇所は特に蔓がらみのヒノキ立木が多く、１本伐倒では倒れないので、斜面下方から順番に元切り

伐倒を進めていたが、伐倒木①は太い蔓が絡み合い倒れないと判断して、蔓がからんでいるヒノキ立木を

一度に伐倒することとし、伐倒木①（ヒノキ伐根径１８ｃｍ、樹高１７ｍ）に受け口を切り、蔓がらみの

伐倒木の損傷とつるが十分機能し伐倒作業が安全に行えるよう追い口を高めに切って、同じ蔓に絡んでい

た上方の伐倒木②③④（②ヒノキ伐根径４０ｃｍ、樹高２３ｍ、③ヒノキ伐根径２２ｃｍ、樹高２３ｍ、

④ヒノキ伐根径２０ｃｍ、樹高１６ｍ）の３本を同じ方向に倒すため（④にクサビを使用）、残存予定木

⑤（ヒノキ伐根径２２ｃｍ、樹高２０ｍ、（同じ蔓に絡んでいたが外れると判断））と残存予定木⑥（ヒ

ノキ伐根径４０ｃｍ、樹高２３ｍ）の間に伐倒したが、事前に元で切っていた蔓（藤蔓・葡萄蔓）の影響

が依然として残り、伐倒木②③④は残存予定木⑥にもたれるような状態で倒れなかった。

１０時頃、被災者は同僚Ａに声かけを行い、今後の作業段取りを考えるため、伐倒木②③④の状況確認

後、伐倒木①付近に状況確認に行ったところ、突然、残存予定木⑥にもたれていた②③④が何らかの影響

（⑥の枝、蔓の引っ張り等）で回転しながら残存予定木⑤を巻き込み下方に倒れ（⑤は根倒れ）、伐倒木

①を横へ押し倒すような状況となったことから、伐倒木①の追い口部分が裂け上がり、避けた木口部分が

被災者の右顔面に当たり受災した。（被災者は自力歩行できず、現場の状況から担架での搬送もできない

ため、ヘリコプター（愛知県防災ヘリ）を要請、 13時 11分、ヘリコプターで現地から松本市相沢病院へ搬

送された。）

10 その他特記すべき事項














